
実施日 ボランティアの内容 参加者と役割

6 / 1 9 -
20、26-
27

① SDGs チャレンジ！里山調査＆竹炭づくりﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
・遊休ゆず畑の草刈り支援＆竹林整備
・間伐した竹を使った竹炭づくり　
　⇒計３０ｈ×２人＝現地作業延べ 60 ｈ

学生２人、里山の竹害整
備、商品化を目指した竹
炭づくりのｽﾀｯﾌ

【援農 / 市民活動支援】
1/17-19 ② SDGs チャレンジ！遊歩道整備＆援農ボランティア

・ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ、白浜地域づくり協議会団体紹介、防災学習
・ｾﾗﾋﾟｰﾛｰﾄﾞ整備、ｶﾚﾝﾃﾞｭﾗ有機農家さんお手伝い作業
・ｶﾚﾝﾃﾞｭﾗ有機農家さんのお手伝い作業、ふりかえり
　⇒計３０ｈ×３人＝現地作業延べ 90 ｈ

学生３人、市民活動ｻﾎﾟｰ
ﾀｰ、農作業支援者

【防災支援 / 援農】

2/7-9 ③ SDGs チャレンジ！里山整備＆竹あかり運営ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
・ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ、きずな団体紹介、竹あかり保管庫 DIY 整備
・竹あかり保管庫整備、竹あかりの点灯確認と追加制作
・丸山地域竹林整備ほか、ふりかえり　　
　⇒（教員プロボノとして実施）＝現地作業延べ 30h

応募者なし、里山整備ﾒﾝ
ﾊﾞｰ、竹あかり運営補助ｽ
ﾀｯﾌとして

【援農 / 市民活動支援】

実施時期 依頼内容 プロボノでの対応

４月
～５月

「ＧＷの子供の日を絡め
たＰＲ映像を作って欲
しい」【酪農の里関係者
有志】

⇒「酪農の里のこいのぼり」PR 映像制作【観光振興支援】
YouTube 上で、鯉のぼりの設置風景から設置者の人たち
や設置の工夫を紹介した唯一無二のﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ動画（20 分
程度×１本）を納品。 【教員１名】

5 月
～７月

「コロナ禍における新規
の里山体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを高
校生、家族向けにアレ
ンジしたい」

【みねおかいきいき館】

⇒里山体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ竹あかりづくり運営支援【市民活動支援】
昨年からの間伐した竹に複数の穴をあけて灯篭にする竹
あかりづくりの体験プログラムについて、対象者をこれ
までの小中学生から、高校生、一般家族向けに拡げた形
でのプログラムの運営を支援【学生３名、教員３名】

6 月
～８月

「ｺﾛﾅﾜｸﾁﾝの集団接種を
希望する地域の高齢者
が予約をとれない。ｲﾝﾀ
ｰﾈｯﾄ予約等を使った予
約支援に協力してもら
いたい」【丸山在住市民等】

⇒ｺﾛﾅﾜｸﾁﾝ集団接種希望者の予約支援　　【非常時対応】
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを通じたｺﾛﾅﾜｸﾁﾝの集団接種予約を、学生２０名
と教員３名からの有志と丸山地域の住民からなるチーム
を結成して、予約を代行する形での支援を行った。短い
期間であったが、６５才以上の高齢者約４０人程度の予
約支援ができた。【学生 20 名（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱＯＢ１名）、教員 3 名】

１月
～２月

「災害時の安否確認用の
地図を、情報更新とと
もにﾃﾞｼﾞﾀﾙ化したい」

【白浜地域づくり協議会
きらり防災会】

⇒災害時安否確認用屋号マップ製作支援　【防災支援】
１月実施の白浜地区におけるＳＤＧｓチャレンジで地域
づくり協議会メンバーと学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが作成しようとした

「安否確認用の屋号マップ」について、実施期間中の現地
調査による情報を整理し、マップ化情報をﾃﾞｼﾞﾀﾙ化した。

【学生 1 名（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱＯＢ１名）、教員 1 名】

1 SDGs チャレンジ（１月、白浜）に参加した工大生
2 SDGs チャレンジの活動風景
3 プロボノの成果

表 -1   SDGs チャレンジのプログラム 表 -2  プロボノにいたる依頼内容とその対応
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南房総市域学協働事例集 2021産学協働地域活力創造事業 2021　|　千葉工業大学

１. 背景・目的
　南房総市では近年の著しい人口の減少、少子高齢化等の進行に
よって地域の活力の低下、地域で社会活動の担い手不足が深刻化
している。一方国内の地方圏によっては若者を中心に、変化を生
み出す人材が地域に入り始めており「関係人口」＊と呼ばれる地
域外の人材が地域づくりの担い手となることが期待されている。
そのような環境を活かして大学でも実践教育の場として積極的に
位置づけ教育効果をねらった取組みが増えている。このように地
方圏で拡大する新たな地域側のニーズと都市部大学のシーズをふ
まえて、本 PJ では南房総市の地域の担い手となる人材不足等の
問題解決にむけて以下の３点を主な目的とした。
①都市部を中心とした大学生のボランティアやプロボノなど “新　　
　しい人の流れ” をつくり交流以上、定住未満の “関係人口とし
　て育てる” ことで地域の新たな担い手を確保、育成すること、
②農山村漁村の中に学生にとって実社会の求める人間力が育まれ
　学習の動機づけにつながる場をデザインすること、
③地域側の人材ニーズと学生ボランティアシーズの効果的なマッ
　チングやボランティアマネージメント、支援環境づくりにむけ
　た新たな手法開発を試みること（新規プログラム開発など）

２. 活動内容
(1) プログラム運営上の工夫と実施内容
a. SDGs チャレンジボランティア（合宿・週末）※図 -2, 表 -1
　プログラム設計では、科学者やエンジニアの卵である理系学生

にも、世界が 2030 年までに達成をめざす国連の定めた持続可能
な開発目標（SDGs）への意識を高められるような工夫を行った。
また SDG ｓの視点から南房総市が抱える問題、そしてそこから
通ずる世界的な問題まで、自分ごととして何ができるのか考える
機会を提供するよう企図した。特に現在南房総市において過疎化、
少子高齢化によって深刻視される「防災」「農業」「市民活動」の
支援の取り組みを中心に実施内容を構成した。
b. プロボノ（学生・教員） ※図 -3, 表 -2
　昨年までの PJ を通じて教育的な側面から明らかになったのは、
学生の専門性を活かした地域貢献から得られる充実感は、ボラン
ティアのように「褒められる」「役に立つ」実感に加えて、「期待
される」「必要とされる」実感を得られる点で特徴的で、その後
における専門科目への高い学習のモチベーションに繋がることで
ある。その一方で大学の地域貢献の側面からすると、南房総市に
とっては地域貢献志向をもった学生関係人口をいかに育てていけ
るかが重要となる。そこで本年度は学生ボランティア OBOG や
研究活動開始前の学生にできるだけプロボノに関わってもらい、
高い学習のモチベーションを蓄え、南房総市をフイールドとした
その後の研究活動等につなげてもらえるような機会となるよう運
営を心掛けた。
(2) 新規プログラム開発 　～防災の新たな担い手育成等について～

1) 背景と目的
　近年地震や津波、防風防雨、渇水など自然災害多発時代に突入
し、自治体は多様化している災害への対応を迫られている。その

ような時代下で南房総市では、2017 年に 2018-2027 第２次総合
計画が策定され、防災・消防・救急対策の充実を図るべく多様な
防災の担い手による防災体制の強化の方針が示された。さらには
第２期総合戦略でも「持続可能な行政・社会システムの再構築」
の基本方針のもと災害復興モデル創出にむけた調査研究の必要性
が指摘されている。そのような中 2021 年 6 月、第１回目の南房
総市 PT 会議で、市の消防防災課より防災体制の強化の一貫とし
て大学関係人口による支援活動をより効率的・効果的なものとな
るようなしくみを考えられないか、といった問題提起がなされた。
その背景には、前述のような政策的な方向性に加えて令和元年９
～１０月の台風１５号、１９号被害に対する千葉工大学生教員有
志（大学関係人口）延べ１００名による災害復旧と災害復興支援
の取り組みなどがあった。
　そこで本 PJ では、（それらの PT 会議からの要請を受ける形で）
本事業で培う南房総市と大学関係人口との “関係性” を市全体の
防災教育や災害復旧・復興の支援に活かしきることを目指して、
①既存の地域防災の担い手を補う新たな防災の担い手としての大　
　学関係人口の育成（ヒト育て）の手法を開発し、
②災害時にも活きる大学関係人口と地域との関係構築等のしく　
　みづくり（体制強化）を試みる、
 この２点を目的に据え本年度はまずその前提となる災害対応の
実態調査や人材育成の要件整理のための研究をスタートした。

2) 調査内容
a. 関係者ヒヤリング　～災害対応の実態調査～  ※図 -4, 表 -3
　災害時における学生防災サポーター活躍の可能性を探りつつ、
育成環境としての団体活動についてのヒヤリング、今後におけ
る大學や学生の災害支援の可能性についての意見交換を行った。
b. アクションリサーチ  ～学生防災サポーター育成の要件抽出に
むけて～※図 -4, 表 -3
　調査対象としたのは南房総市において災害対応の要となる３
種の民間組織、社会福祉協議会（市全域）、地域づくり協議会（旧
町村域）、自主防災組織（行政区域）が実施する市民協働型の防
災教育や防災訓練について。
c. 調査結果からの考察
◎学生防災サポーター育成における留意事項
　地域外の大学関係人口が被災地支援で力を発揮できる場面（災
害対応の関わりしろ）は初動期（72 時間以内）にはなく、 応急
期（３日～２週間）または復旧期そして市外からの支援が途切
れた後の復興期にある。それを踏まえたスキルアップや平時か
らの地域と大学（関係人口）との関係づくりが重要である。
　また防災学生サポーターの育成では、「専門的なｽｷﾙ（アプリ）」
と「災害ボランティアとしての基礎力（OS）」の２つの側面を災
害対応用にｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄする必要がある。被災地に集まってくる災
害ボランティアはさまざまで、学生も「自主性」「ｺ ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力」

01 02

　域学協働の工夫！
★南房総市での地域活動（暮らし）や農業（生業）のリアルを知ってもらい、地域のヒトへの共感を促すことで工大生を
　関係人口へと育むようなボランティアの実践と交流の場づくりを行った。
★ボランティア以降の工大生なりの地域への「関わりしろ」を見つけるうえでのヒントを提供し、地域や団体・人との関
　係を続けるうえでの具体的な方法（貢献形態、学内カリュキュラム）を紹介するようなフォローアップを丁寧に行った。
★各課横断型の南房総市 PT 会議を通じて異なる政策の視点より大学関係人口（ボランティア等）の新たな “関わりしろ”
　の発掘を試みた。　ex. 一般ボランティアから防災ボランティアへ

関係人口と
協働する

【産業振興】

関係人口を
育 て る
【市民活動支援】

2021

地域の新たな担い手育成
プロジェクト

  実施者
≪教　員≫産学協働地域活力創造事業　地域コーディネーター 青木 秀幸 ( 千葉工業大学非常勤講師、合同会社いいもんだ )　　
               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※実施サポート　千葉工業大学新習志野キャンパス学生課
≪実施者≫ a. 合宿・週末ボランティア　
                     千葉工業大学 工学部電気電子工学科　１年　薄、先端材料工学科　3 年 木村
　　　　　    　　　　　   創造工学部デザイン科学科　3 年　木場、冨田、松尾     計５名
　  　　　   b. プロボノ・スチューデンツ　
                      千葉工業大学 社会システム科学部 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 加藤研究室　
                      千葉工業大学 創造工学部 都市環境工学科 鎌田研究室
                      千葉工業大学 情報科学部 情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学科 １名、創造工学部ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 1 名   計 学生 ) 延べ２４名、教員）延べ８名
≪協働パートナー≫
　　　　　【行　政】南房総市 PT 会議（市民課／消防防災課／課農林水産課／商工課／観光ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ課／子ども教育課／企画財政課）、白浜中
　　　　　【企業等】ベケレの村、酪農の里、南房総市観光協会、みねおかいきいき館
　　　　　【市民団体等】白浜地域づくり協議会きらり、南房総市社会福祉協議会、大井区里山保全協議会

[ 全地域 ]　



●調査対象者（調査日）
< 行　政 >
< 行政区・自主防災組織 >
＜地域づくり協議会＞

＜ NPO 等＞

＜専門家等＞

・南房総市消防防災課（6/20）
・大井区自主防災組織かわせみ（11/28）
・白浜地域づくり協議会きらり（9/16）
・丸山地域づくり協議会セーフティまるやま（10/13）
・南房総市社会福祉協議会（9/16）
・千葉南部防災支援センター・CBOAD（11/30）
・公社）SL 災害ボランティアネットワーク（6/20）
・一社）ピースボート災害支援センター PBV（11/30）
・OSUSOWAKE（銚子円卓会議協働事務局）（2/2）

●ヒヤリング項目
①経験より、理科系学生防災ｻﾎﾟｰﾀｰのようなニーズが災害支援現場でありそうですか？

（平時（防災啓発・準備訓練など）～災害復旧～災害復興（中・長期））
②御団体の現場で高いニーズとしては、どのようなものだったのでしょう？
③防災サポーター育成をしていくうえで、御団体の参加可能な実践、研修、防災等イ
ベント、などはありますでしょうか？
ほか

日程・場所 防災教育や訓練の内容 調査内容
1 0 / 1 5

（金）

千 倉
保 健
センター

①「令和３年度災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰｽﾀｯﾌ養成講座」　
※主催　南房総市社会福祉協議会

【講師 / 参加者】公益社団法人 SL 災害ボランティア
ネットワーク（天寺）、/ 各民生員ほか 20 名程度

【実施内容】前半：ボランティアセンターとは
　　　　  　後半：防災ボランティアの図上演習

学生防災ｻﾎﾟｰﾀｰ活躍の場面を見
据えつつ、現場で活躍できるた
めのｽｷﾙｱｯﾌﾟにつながりそうな
講習内容はどのようなものか探
索する。

1 1 / 1 6
（火）

白 浜
中学校

②「全生徒対象の防災教室（授業内実施）」　
※主催：白浜中・地域づくり協議会きらり防災会

【講師・実施内容】しらはま地域づくり協議会と学校
で企画され全校生徒 60 名を対象とした特別授業。講
師は白浜地域づくり協議会防災会。５人程度× 12 班
に分かれて白浜地区における津波避難を想定したｸﾛｽ
ﾛｰﾄﾞ（ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ WS）を行った。

調査者が実際のｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸに参
加し、ｸﾛｽﾛｰﾄﾞ ( ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ WS）
の有効性、中学生向け防災教育
への協働可能性（ex. 中学生＋
大学生による GW、現地踏査等
で双方の学び促進）を探る。

1 1 / 2 8
（日）
大 井
青 年 館

（丸山）

③「自主防災組織を中心とした防災訓練」　
※主催：大井区自主防災組織かわせみ

【実施内容】震災を想定した災害対策本部の設置、区
民の安否確認、QANPI による安否情報の送受信、ﾄﾞ
ﾛｰﾝで崖崩れ確認、関係者活動紹介、ふりかえりなど。

実際の防災訓練を通じて学生
ｻﾎﾟｰﾀｰが体験できる役割や責
任、地域への理解、築ける関係
性、成長しそうな専門性、社会
人基礎力は、どのようなものか
探索する。

５

8

7

４

６
表 -3  地域防災で中心的な担い手となる団体、専門家等へのヒヤリング 表 -4  アクションリサーチをした防災教育や防災訓練リスト

7 社会人基礎力とは
8 台風 15 号被害をﾄﾞﾛｰﾝで偵察（2019）、防災訓練における　
　PC 操作サポート（2021）の様子
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（チームで働く力）が問われる。理系の専門性を発揮できるか否
かも基礎力次第。その点からは学生防災サポーター育成と社会
人基礎力育成は通ずる面がある。
◎育成プログラムについて
　座学も重要。木を見て森を見ずはダメ。自分がボランティア
として応援している組織団体が災害復旧・復興でどんな役割を
果たしているのか、どんな地域性か等解っていないと自分がやっ
てる支援がピント外れの迷惑行為になる可能性がある。差し当
たり既存の学習ツール「防災クロスロード」「避難所 HUG」は
具体的な対象年齢はなく大学生にも適応可。しかし設定条件は
地域によって前提が異なってくるはずなので南房総市版が必要。
　さらにプログラムは座学と演習だけではなく、実際の避難行
動や災害対応（訓 練）、 事後の振り返り等を組み合わせることに
よるさらなる効果が期待される。

３. 成果と課題
(1) 地域貢献面
▼ SDGs チャレンジボランティア（合宿・週末）
・長引くコロナ禍で夏～秋、冬において大学では課外活動が一部　
　制限されていたが、感染防止対策を十分行ったうえで、延べ　
   １８０ｈの現地作業を行うことができた。
・今回のプログラムを経て参加者５名全員が次回のボランティア  
 （任意）・プロボノ等への呼びかけを許諾。卒業までの期間、南
  房総市にとっての大学関係人口としてサポートが期待された。
・ボランティアの成果として地域団体、農家さんからの防災支 

  援面では「被災時安否確認用屋号マップ制作（１地区、デジタ
  ル版）」、「防災教育用教材クロスロードの白浜中向け質問文の 
  考案」、援農面では「遊休ゆず畑（約 2 反）の管理支援」「無農
  薬栽培カレンデュラの圃場（約２a）の草刈り支援」、「ｶﾚﾝﾃﾞｭﾗ 
  ｺｽﾒづくり等新規体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾓﾆﾀｰ協力」、市民活動支援面で 
  は「竹林調査＆整備」「特産品開発（竹炭づくり）支 援」など。
▼プロボノ
・「酪農の里の観光ＰＲビデオ『酪農の里のこいのぼり』の制作」　
　では、鯉のぼりの設置風景から設置者の人たちや設置の工夫
  を紹介したストーリーを伝える唯一無二のプロモーション動画
  を現地運営主体に提供でき、YouTube 上で酪農の里の新たな魅
  力発信の応援ができた。
・「コロナワクチン接種希望者予約支援」では、５月～７月に集
  団接種を希望する６５才以上の高齢者約４０人の予約支援が
  叶った。
▼新規プログラム開発 　～防災の新たな担い手育成等～
　市内の防災関連団体（行政・社協・地域づくり協議会・地縁
組織・中間支援 NPO・専門家等）への災害対応時の実態調査より、
大学関係人口の関わりしろの有無についての知見を整理するに
至った（例えば図 -6）。
(2) 教育・研究面
・ふりかえりのアンケートより今回のボランティアは「少子高
　齢化問題（小中学校の合併、地域組織の高齢化など）にふれ　
　ることができた」など地域社会のリアルな実情を知り、理解
　を深める機会となっていた。またその一方で「地域づくり協

　議会きらりの皆さんの活動に対する想いがとても印象的だっ
　た」「（お手伝いをした）農家さんが化粧品を企画するなど自
　分の考えで商品をつくろうとしたりしていて農家のイメージ
　を超えていた」「区の住民のことをよく考えているのがとても
　伝わりました」など、ヒトの想いやこころざしに触れられ、
　その存在は 強く心にきざまれたようであった。
・また「今回の経験や成長を残りの学生生活の中で、どのよう　
　に活かしていきたいですか？」といった今後の意向について
　は、「環境問題（ゴミ、資源）をもっと勉強して、将来環境に
　よいものを作る時に役立てたい」（先端材料３年生）、「南
　房総市についてまた深く学び、今回肌で感じる事のできた市
　の問題点・雰囲気などをおりこんで、自分の卒業研究のエッ
　センスにしたい」（デザイン３年生）といった気持ちがあり、
　総じて参加した３年生にとっては今回の経験がこの後の自分
　の専門性（デザインや先端材料分野）を深めていくような学
　習の動機づけに繋がっていったことが伺えた。
▼プロボノ
　「コロナワクチン接種希望者予約支援」では、市民と千葉工大
の学科の異なる学生１７名と教員３名の有志からなる集団での
取り組みであり社会人基礎力の特に「チームで働く力」（特に予
約手続きや支援のルール等などを守る規律性や全体としての目
標達成にむけた状況把握力）が問われた取り組みとなり、期間
内で複数回関わった学生においては特にその部分における成長
が観察された。
▼新規プログラム開発　～防災の新たな担い手育成等～
　大学関係人口を防災の新たな担い手として育成するにあたっ
ては、「専門的なｽｷﾙ（救命、情況把握力ほか）」とともに、「防
災ボランティアとしての基礎力（自主性、コミュニケーション
力ほか）」の２つの側面の力をアップデートする必要性があるこ
となどの課題が明らかになった ( 図 -7,8)。

4. 今後の展開
　以上、本年度の取り組みを通じて、年度当初掲げた本プロジェ
クトの KPI は達成された。それらの成果や獲得した知見をもと
次年度以降、単年度と複数年度の取組みについて、以下の展開
を考えている。
▽ SDGs チャレンジボランティア（合宿・週末）
・「防災支援」「援農」「市民活動支援」の枠組みに対するボランティ
　ア支援による到達目標の再検討とボランティアプログラムの
　実施（単年度と複数年度の視点から）
・本プログラムの市内他団体、他地域への水平展開にむけた広
　報活動と地域側主体向けの大学関係人口を育み＆活かすガイ
　ド（ボランティア編）の作成を検討（複数年度）　など
▽プロボノ
・平時の地域ニーズへの対応だけでなく非常時での地域ニーズ
　にも対応したプロボノの展開（単年度）
・大学関係人口（まずは南房総市ボランティア OB,OG ほか）に
　ついては、卒業まであるいは卒業してからも南房総市との関
　係性を保てるようコミュニティづくりの手法や仕組みを引き
　続き検討（複数年度）　など
▽防災の新たな担い手育成等
・地方創生事業を通じて育まれ台風 15 号災害対応時に活きた
　地域と千葉工大との関係性や協働の取組みの検証（単年度）
・学生防災ボランティア育成のためのプログラム開発と大学関
　係人口が地域防災力を補完できるしくみづくり ( 複数年度 )
・南房総版防災教育ツールの開発 ( 複数年度 )
・災害時の連携を見越した平時からの市内外の関係各主体との
　関係性の構築（複数年度）　など
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＊表彰・マスコミ掲載など
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